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前回は「ハワイ島マウナ・ケア」でした。日本人のハワイ旅行者はリピーターも多いと聞きます。私は 2 島に 1 回行っ

ただけですが、観光客を迎える環境が整っているということだけではなく、欧米の文化１色ではない何か居心地の良さが

あると感じました。日系移民や日本人観光客が多いことも影響しているかも知れません。島でありながら雄大な景色も楽

しめます。今回はワイキキだけではないハワイの魅力やあれこれを、旅行中に撮った写真から拾ってみました。 

上の写真は、オアフ島ワイキキビーチから 15km 程北、コオラウ（「風上」の意）山脈を越える峠、ヌウアヌ・パリ（「涼

しい高台の崖」の意）展望台付近のハイウェイで、路線バス車窓から北のカネオヘの方向を撮ったものです。コオラウ山脈

は、ハワイ島の山と同じ楯状火山（3000ｍ級だったとの説もある）が地滑りや風雨等による浸食を受けて残ったもので、

最高峰は 960ｍとのことです。ハワイ諸島は、南東のハワイ島が最も大きく山の高さも最高で活火山があり、北西に行く

ほど休火山から死火山になって浸食された島になっていきます。さらにその先には海面下に隠れた海山が幾つも連続して

います。Hot Spot Plume の上をプレートが移動することでこのような形になっています（前回の JAGGAR MUSEUM の

解説写真参照）。ミッドウェー島もこの海山列の中にあります。「ハワイが日本に近付いてきている」と言われることもあり

ます。ヌウアヌは、1795 年にカメハメハ大王ハワイ統一最後の古戦場とのことです。標高 365m の展望台からは断崖の

先に、カネオヘ湾やカイルア湾、その間に北東に延びるモカプ半島（先端は噴石丘）、海兵隊航空基地等が望めます。周辺

には野生の丸々とした立派な鶏が数十羽以上の群れを作っていました。ハワイ島のハイウェイでも、野生の馬、山羊、七面

鳥やフクロウ等も見られました。その他の動植物、特に珍しい花や鳥も数々楽しめました。 

  

 

ヌウアヌ・パリ展望台からの眺め                         野生の鶏の群れ 

コンクリート工場･採石場       モカプ半島 

海兵隊航空基地 



  
 

   
 

  
 

    
 

  
 

   
 

   

ワイキキビーチとダイヤモンドヘッド               ワイキキらしい写真も撮れました 

ホテルの部屋から ダイヤモンドヘッドが見えました     オアフ島東端シーライフパーク付近、人がいない！ 

海兵隊航空基地あり         カイルア 混雑無縁、静かなビーチ。サーフィンには不向きか？ 

モカプ半島先端噴石丘 

カイルア 市街地内の公園  消防署           野外ステージ 

ハワイ陸軍博物館 

STAR OF HONOLULU で、サンセットクルーズ 

船上から月齢 3.5 日の月 

緯度が低いのでほぼ水平に 

マナナ島 Seabird Sanctuary 

タンタラスの丘(614ｍ)からのホノルルの夜景 

ネオン禁止、電灯の色も統一 

この山の裏側に 



  
 

   
 

  
 

 
 

    

 つい先日 1 月中旬に、ハワイ沖でロシアの情報収集船を米沿岸警備隊が追跡監視し続けているとの報道がありました。

ロシアには是非、ハワイから「観光立国」を学んでほしいものです。         （写真撮影 2015.03.19-24） 
 

＜ グーグル地図参照 ＞   URL は、下の「PDF はこちら」に入り、アンダーラインをクリックしてください。 

ヌウアヌ・パリ展望台  https://www.google.com/maps/@21.3667261,-157.7945933,17z 

シーライフパークハワイ https://www.google.com/maps/@21.3140301,-157.6637985,16z 

カイルアビーチ     https://www.google.com/maps/@21.4079998,-157.7392218,16z 

ハワイ陸軍博物館    https://www.google.com/maps/@21.2792101,-157.8336892,19z 

タンタラスの丘     https://www.google.com/maps/@21.3136011,-157.8229071,18z 

アカカ滝        https://www.google.com/maps/@19.8547892,-155.1536447,17z 

イミロア天文学センター https://www.google.com/maps/@19.7010153,-155.0890464,18z 

プナルウ黒砂海岸    https://www.google.com/maps/@19.1357992,-155.5049873,17z （2023.02.01） 

 

ハワイ島 クィーン･カアフマニュ･ハイウェイ                 北側から見たマウナ･ケア山頂付近 

アカカ滝 

ヒロの束立ての木造住宅 

ハワイ島南部 プナルウ黒砂海岸  

 ハワイ島のハイウェイは、島とは思えないよう

な広大な溶岩平原を走っています。溶岩が流れて

からの経過年数の違いで、黒一色から、草が生え、

さらに少しずつ木本も混じり出すなどの変化が

見られます。アイスランドの光景と似ています。 

 アカカ滝（落差 134ｍ）は州立公園内にあり、

ジャングル内のような遊歩道で展望台へ。 

 前回触れたヒロの束立て住宅（RC 布基礎では

ない）の写真もありました。ヒロのビッグアイラ

ンド･キャンディーズの工場に、ハワイ出身の力

士に混じって、きんさん･ぎんさんの手形もあり

ました。ハワイ大学ヒロ校のイミロア天文学セン

ターにあるレストランの周辺は、珍しい樹木が多

く説明プレートもあって植物園のようでした。 

黒砂海岸では運が良ければウミガメと遭遇で

きるそうです。コナ空港では階段ではなく車椅子

でも乗降可能なスロープのタラップでした（グー

グルマップの 360°写真でも見られます）。 

日本のすばる望遠鏡 

イミロア天文学センター 

ハワイ島コナ空港  


